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♦小児がん征圧事業――33団体に♦ ♦海外難民救援事業――22団体へ♦

 
 
 
 20

10

20

21

前21

2030

16

　平成８（1996）年から展開している毎日新聞と毎日新聞社
会事業団のキャンペーン「生きる――小児がんの子どもたち
とともに」と連動した募金。当年度は、東京、大阪と合わせ
全国で33団体に1860万円を配分。第25次までの贈呈総額は３
億8110万円となった。募金の配分団体は以下の通り。

 がんの子どもを守る会（含むスマートムンストン）▽難病の
こども支援全国ネットワーク▽公益信託日本白血病研究基金
▽ファミリーハウス▽スマイルオブキッズ▽メイク・ア・ウ
ィッシュ　オブ　ジャパン▽そらぷちキッズキャンプ▽児脳
腫瘍の会▽アジア・チャイルドケア・リーグ▽パンダハウス
を育てる会▽ゴールドリボン・ネットワーク▽あいち骨髄バ
ンクを支援する会▽ぷくぷくばるーん▽京都大学医学部附属
病院小児科ボランティアグループ「にこにこトマト」
 京都ファミリーハウス▽近畿小児血液・がん研究会▽しぶた
ね▽守口ぶどうのいえ▽日本クリニクラウン協会▽こどもの
ホスピスプロジェクト　ＴＳＵＲＵＭＩこどもホスピス▽
Japan Hair Donation&Charity▽チャイルド・ケモ・ハウス▽
名古屋小児がん基金▽三重大学病院小児科父母の会・ひだま
り▽京都・がんと生殖医療ネットワーク
 【西部管内】にこスマ九州▽九大病院小児医療センター親の
会・すまいる▽産業医科大病院「小児がん家族会ひまわり」
▽宮崎ひまわりキャンプ▽九州がんセンター小児科親の会・
大きな木▽久留米大病院小児科親の会・木曜会▽コメディカ
ル・クラウン▽宮崎ファミリーハウス　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　                   33団体1860万円　

　毎日新聞社会事業団が、毎日新聞紙面との連動で 1979（昭
和 54）年から「飢餓・貧困・難民救済キャンペーン」とし
て始めた海外難民救援事業は、2020年度で 42年目を迎えた。
例年、海外取材を基に紙面化しているが、今年度は新型コロ
ナウイルスの影響で海外渡航が難しかったため日本から取
材、ますます厳しい環境に置かれる子供たちを「小さな声―
―コロナの陰で」のタイトルで連載した。
　連載では、フィリピンやネパールのスラム街で貧困にあえ
ぎ、コロナ禍で通学もままならない子どもたち▽紛争が続く
スーダンや国軍のクーデターで混乱するミャンマーで、先行
きが見通せず、不安を募らせる生徒たち――などを紹介。子
どもたちの姿を知った読者から浄財が寄せられた。西部社会
事業団は東京、大阪両事業団とともに、国際機関の日本ユニ
セフ協会や国連ＵＮＨＣＲ協会、「ペシャワール会」「ロシナ
ンテス」をはじめとするＮＧＯなど 22団体に総額 980万円
を届けた。キャンペーン当初からの救援金総額は 16 億 5228
万 8344 円になった。海外救援金の配分先は以下の通り。
　
　国連 UNHCR協会▽国連世界食糧計画 WFP協会▽日本ユニセ
フ協会▽国境なき医師団日本▽日本国際ボランティアセンタ
ー（ＪＶＣ）▽難民を助ける会（AAR Japan）▽シェア＝国際
保健協力市民の会▽AMDA▽シャンティ国際ボランティア会▽
ワールド・ビジョン・ジャパン▽難民支援協会▽緑のサヘル
▽アジア協会アジア友の会▽アクセス▽JIM-NET▽高遠菜穂
子（ピースセルプロジェクト）▽マハムニ母子寮関西連絡所
▽ネパール震災プリタム実行委員会▽テラ・ルネッサンス▽
ガリレオクラブインターナショナル▽ペシャワール会▽ロシ
ナンテス
                                22団体980万円
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♦障害者福祉事業♦♦災害被災者救援事業♦ ♦福祉団体助成事業♦

　【高齢者福祉事業 後民市「】
見センターふくおか」活動運
営費助成
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　７月に記録的な大雨が九州地方で降り、熊
本では球磨川が氾濫。浸水、土砂災害が相次
ぎ、60人を超す犠牲者が出た。被災者・被災
地を支援しようと多くの募金が寄せられ、合
計 1317 万 3083円を被災地に届けた。東京、
大阪と合わせた贈呈額は 6927 万 3083円。前
年発生した台風 19 号災害でも、店頭で寄せ
られた浄財の寄託が２回あり、被害の大きか
った福島県へ合計 31 万 8499 円を届けた。
東日本大震災救援金と毎日希望奨学金にも多
くの方々から善意が寄せられた。東日本大震
災救援金は日本赤十字社へ 50万円▽希望奨
学金は、事務を担当する大阪社会事業団へ
300万円送金した。ともに残金は次年度へ繰
り越した。
　西部社会事業団への救援金・奨学金は以下
の機関・団体に配分、贈呈した。

　【東日本大震災被災者救援金】日本赤十字
社へ 50万円【毎日希望奨学金】大阪社会事
業団へ 300万円【台風 19 号被害救援金】福
島県へ 31 万 8499 円【九州豪雨災害救援金】
大分県へ 100万円▽熊本県人吉市へ 490万円
▽同県球磨村へ 427 万 3083円▽同県芦北町
へ 210万円▽福岡県大牟田市へ 90万円

　助成・援助の事業件数としては最も多く、
今期は新規 1件、他はすべてが継続事業で
計７件。うち名義後援のみは１件だった。

　「声の点字毎日」発行▽「障がい者インク
ルーシブ防災」冊子作成助成▽第 45 回「わ
たぼうし音楽祭」▽日本ふうせんバレーボ
ール協会運営費助成▽第 45 回全日本ろう
社会人軟式野球大会・盾贈呈▽第 40回「出
発を励ます集い」
　◇名義後援事業◇　第57回点字毎日文化
賞

　<コロナの影響で中止になった事業>
　毎日サマースクール▽北九州精神障害者
福祉会連合会バスハイク▽脳性マヒ児のた
めの母親研修キャンプ▽北九州市障害者水
泳大会▽ごろりんハウス交流キャンプ▽九
州地区聾学校体育・文化連盟大会▽全国盲
学校弁論大会▽北九州市障害者ボウリング
大会▽中間市手をつなぐ育成会年末もちつ
き大会▽北九州ＯＰＥＮ(国際車いすテニ
ストーナメント2021北九州)▽北九州精神
障害者家族会連合会総会▽北九州市障害者
スポーツ大会▽肢体不自由児・者の美術展

　今期は、前年度と同じ 12
団体に助成金を贈った。い
ずれも継続事業で、前年度
並みの助成をした。

　あしなが育英会へ助成▽
福岡、北九州、佐賀、大分
の「いのちの電話」へ助成
金▽「福岡盲ろう者友の会」
活動費助成▽ホームレス支
援のＮＰＯ法人抱樸に助成
金▽山口県共同募金会▽福
岡県交通遺児を支える会▽
九州盲導犬協会▽北九州あ
ゆみの会▽九州市障害福祉
ボランティア協会
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北九州オープン
大会継続を断念


